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目的と方法

近年、LGBTにかかわる教員や生徒に対する教育がお

こなわれている。LGBTとは、L（Lesbian：レズビア

ン 女性同性愛者）、G（Gay：ゲイ 男性同性愛者）、B

（Bisexual：バイセクシュアル 両性愛者）、T

（Transgender：トランスジェンダー 性的違和・性同

一性障がいなど）の略であり、性的少数者を表す言葉で

ある。LGBTに関わる施策としては、例えば、文部科学

省は都道府県教委へ「性同一性障害の児童・生徒に対す

る教育相談の徹底と本人の心情に配慮した対応を」と通

知した。日高（2013）の研究では、「LGBTについて授

業で取り扱う必要がある」に必要と回答した教員が60％

を超え、現場からのニーズもあることがうかがえる。

伊藤（2014）はLGBTの教育に対して「教員の基礎

的知識及び認識が重要になるのではないだろうか。」と考

察しており、そのことから、子どもだけではなく、教員

向けの研修が大切であると思われる。また、野村（2017）

は、レズビアンの方のインタビューから、「ここ数年で、

日本でもLGBTという言葉が一気に広がり定着した。し

かし、LGBTに対する差別や偏見は社会に根強い。とく

に地方では、状況はさらに厳しい。」と考察している。そ

のため、教育現場においても、地方ではLGBTに特化し

た教員向けの研修の取り組みはあまり行われていないこ

とが推察された。筆者はLGBTの研修に関する文献を概

観したが、地方における教員に向けた研修について、考

察された研究は見当たらなかった。そこで、筆者はA県

B小学校にて、教員研修会のなかでLGBTについての研

修を行い、LGBTの説明のあと、事前にとらせていただ

いたアンケート結果、教育現場でのLGBTをめぐる問題

について話をした。そのなかから得られたアンケートの

結果、教員の知識、意識についてこれらの実践を通して

検討することとする。

結果

アンケート回答件数は23件で、有効回答21件、有効

回答率91％であった。

B小学校の教員に、LGBTに関する差別的な言動を見

聞きしたことがあるかについて自由記述を求めたところ、

「なし」が2名、空欄が14名、記述が5名であった。

教員の相談したい相手としては、養護教諭、教員、スク

ールカウンセラー、家族、医師、その他の順であった。

考察

自由記述では、「Tと思われる子どもと出会った」「見

落としていたのだろうか」という記述があり、LGBTの

子どもたちと実際に出会っている可能性があったと推察

される。また、「あなたの担任のクラスにLGBTの児童

がいたら、あなたはどのように感じますか」という項目

には、「理解したい」「寄り添いたい」等がみられた半面、

「大変なことになった」という項目を選ぶ教員もいた。

そのような時の相談相手としては、教員同士が多く、教

員同士が話しやすいのは、ピア（仲間）な存在であるこ

とが推察された。そのため、教員同士が、互いが相談し

やすい信頼関係のある環境というのも重要と思われた。

筆者は教員同士の信頼関係の構築のため、困難に陥った

ときに気軽に相談できる環境をつくるためには、ピアサ

ポートが有効ではないかと考えた。教員同士のピアサポ

ートに関する研究は久奥（2002）の研究があり、「互い

に協力し合い信頼し合える人間関係」、「生徒へのよりよ

い支援が可能になるために、学校の中に『本音で話せ，

支え合い，学び合う』雰囲気をつくること」の重要性が

述べられている。LGBTの生徒に関する共通理解を深め

るという点においても、教員同士が助け合う環境づくり

や、信頼関係づくりが必要と考えられる。校内研修会で

は、ピアサポートトレーナーや、スクールカウンセラー

がピアサポートの技術を伝えるという点で、学校から活

用してもらえる余地があるのかもしれない。
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